


②広報おおだい
平成23年７月号

●
大
台
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
被
保
険

者
の
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
経

過
措
置
か
ら
確
定
さ
せ
ま
し
た
。

金
額
は
39
万
円
で
す
。
）

●
大
台
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
地
方

税
法
改
正
に
伴
い
保
険
税
の
限
度

額
を
医
療
保
険
分
は
50
万
円
か
ら

51
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
は
13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
介

護
給
付
金
分
は
10
万
円
か
ら
12
万

円
に
増
額
改
正
し
ま
し
た
。
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
16
号
）
（
地
方
交

付
税
〈
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金
〉
が
予
定
よ
り

多
く
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

財
政
調
整
基
金
〈
貯
金
〉
等
に
約

３
億
２
千
万
円
積
み
立
て
ま
し
た
。)

●
平
成
22
年
度
大
台
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
（
日
進
・
川
添
地
区
統
合
簡

易
水
道
工
事
の
測
量
設
計
業
務
委

託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。
）

●
平
成
23
年
度
大
台
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
（
故
障
に

よ
り
、
消
防
施
設
〈
ポ
ン
プ
〉
を

緊
急
に
取
り
替
え
ま
し
た
。
）

●
道
の
駅
奥
伊
勢
お
お
だ
い
株
式

会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
（
平

成
22
年
中
の
営
業
経
過
や
今
後
の

課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。
）

※
な
お
、
他
の
第
三
セ
ク
タ
ー
は

決
算
の
時
期
が
違
う
こ
と
か
ら
９

月
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
22
年
度
大
台
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
（
22
年
度
予
算
か
ら
約
４
億
円
、

76
事
業
を
23
年
度
に
繰
り
越
し
て

実
施
し
ま
す
。
）

●
平
成
22
年
度
大
台
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て
（
22
年
度
予
算

か
ら
約
４
千
６
百
万
円
、
２
事
業

を
23
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
し

ま
す
。
）

●
大
台
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
中
学

校
給
食
施
設
整
備
を
26
年
度
か
ら

実
施
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
既
存
事

業
費
の
変
更
を
し
ま
し
た
。
）

●
大
台
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
（
計
画
見
直
し
の
た
め
の
審
議

会
委
員
の
構
成
や
人
数
を
変
更
し

ま
し
た
。
）

●
大
台
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
（
前
議
案
の
審
議
会
委
員
の
う

ち
、
特
別
委
員
〈
学
識
者
〉
の
報

酬
を
定
め
ま
し
た
。
）

一般質問に答弁をする尾上町長



③ ７

●
大
台
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
（
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
の
方
々
に
関
す
る

税
の
特
例
を
定
め
ま
し
た
。
）

●
平
成
23
年
度
大
台
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
（
林
業
振

興
の
た
め
の
高
性
能
機
械
の
整
備

補
助
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。
）

●
平
成
23
年
度
大
台
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
（
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
取
替

費
用
等
を
計
上
し
ま
し
た
。
）

●
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
に
つ
い
て
（
町
所
有
の
消
防
用

車
両
の
交
通
〈
物
損
〉
事
故
に
係

る
相
手
方
と
の
和
解
及
び
修
理
代

金
等
の
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
し

ま
し
た
。
）

●
平
成
23
年
度
大
台
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
（
前
各
議

案
に
必
要
な
予
算
の
計
上
で
、
任

意
保
険
を
財
源
に
し
て
賠
償
金
を

計
上
す
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
へ
の
町
職
員
派
遣
費
用
、

学
校
や
公
民
館
の
修
繕
費
用
を
計

上
し
ま
し
た
。
）

●
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫

負
担
金
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見

書
（
国
民
健
康
保
険
を
安
定
し
て

運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
国
の
負

担
金
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。
）

●専決処分

　議会の議決を経るべき事項（条例・予算など）について、時

間的に議会の開催を待てない緊急の場合があります。そのよう

な時に町長が事前に決定することを専決処分といいます。ただ

し、次の議会で承認を求めたり、報告しなければなりません。

●補正予算

　年度途中において、法改正や必要とされる事業等に対応する

ため、歳入や歳出の予算額を増額または減額する予算です。年

４回開催される議会の定例会や、臨時議会に出され、議決を経

て定められます。

●第三セクター

　国・県・市町村（第一セクター）と民間事業者（第二セクタ

ー）とが共同出資により設立した会社で、大台町には、㈱フォ

レスト・ファイターズ（主に造林事業）、㈱エム・エス・ピー

（木材、建材の加工及び販売）、㈱宮川物産（農林水産物の生

産・加工・開発及び販売）、㈱宮川観光振興公社（奥伊勢フォ

レストピア宮川山荘の運営）、道の駅奥伊勢おおだい㈱、㈱奥

伊勢ハイウェイパーク（奥伊勢パーキングの運営）があります。

●繰越明許費

　経費の性質や予算成立後のなんらかの理由（今回は、国から

の交付金の交付時期が遅かった関係）で、その年度内に支出を

終わらない見込みがある事業について、翌年度に繰り越しをし

て使用できるようにする予算で、繰り越したものを議会に報告

しなければなりません。

●過疎地域自立促進計画

　この計画は、過疎地域自立促進特別措置法によって指定を受

ける人口減少が著しい地域の自立促進を図り、住民福祉の向上

や雇用拡大、地域格差の是正を行うための計画です。

　この計画に基づく事業は、国から有利な起債（元利償還金の

70％が交付税措置されます）を受けて実施することができます。

●総合計画

　将来のまちづくりの目標を掲げるとともに、これを実現する

施策を具体的に示した計画（10年間）で、基本構想、基本計画、

実施計画の３つで構成され、まちづくりを行うための指針とな

るものです。（今年は策定して５年目の基本計画の見直しの年

です。）

●発議

　議員が議事の対象にする事項を議長に提出することをいいま

す。議員（委員会）から提出するのが「発議」で、町長（町）

から提出するのが議案です。

●意見書

　議会は、町や町民の皆さんの公益に関することについて、国

会や関係行政庁に議会としての意思を意見としてまとめた文書

を提出することができます。意見書の案は、議員または委員会

が提出し、本会議でその可否を決め、可決されると国会や関係

行政庁に送付されます。







わたしたちにできること　～今夏を乗り切るために～

お 家
で

で き る
エ コ 活 動

特集特集

　３月１１日に発生した東日本大震災による東京電力福島第一発電所事故の影響で、中部電力
浜岡原子力発電所についても運転停止が発表されました。
　毎年、使用電力需要がピークとなる夏場の昼間をむかえるにあたり、皆さんの協力が必要と
なります。町としましても、デマンド監視システムを有効活用して最大電力値を抑制し、電気
量を抑える取り組み等を行っているところです。
　今夏を乗り切るためにも、今一度、私たちの生活スタイルを見直し、地球にやさしい生活を
送りましょう。

洗濯機
洗濯はまとめて洗い、
お風呂の残り湯を洗濯
に使うようにしましょう

お風呂
シャワーの使い過ぎに
注意し、こまめに止め
るよう心がけましょう

ごみ
きちんと分けて回収さ
れれば資源となります。
ごみを分別しましょう

エアコン
夏は２８℃、冬は２０℃
に設定し、つけっぱなし
はやめましょう

照明器具
使っていない部屋の照
明は消しましょう

冷蔵庫
ものをつめ込みすぎず、
開ける回数や時間を減
らしましょう

家電製品
使わない時はコン
セントからプラグを
抜きましょう

外出
公共交通機関を利用し、
運転するときは、エコドラ
イブを心がけましょう

買い物
エコバッグを
持参しましょう

⑥広報おおだい
平成23年７月号

エコな生活を送っていますか？

植物
緑のカーテンで、
気温上昇を防ぎ
ましょう



７

　
先
月
号
に
引
き
続
き
、
魅
力
あ

る
栗
谷
地
区
を
、
栗
谷
地
域
活
性

化
を
図
る
会
を
代
表
し
て
、
栗
谷

寛
さ
ん
、
栗
谷
征
幸
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
「
夢
楽
・
憩
い
の

　
　
　
　
　
　
　
館
」
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
紹
介
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。

〈
結
成
、
９
年
目
〉

　
栗
谷
地
域
活
性
化
を
図
る
会
が

結
成
さ
れ
て
、
今
年
で
９
年
目
を

迎
え
ま
す
。
農
地
の
荒
廃
が
進
み
、

荒
れ
た
景
観
を
美
し
く
し
た
い
と

い
う
活
動
が
、
会
結
成
の
き
っ
か

　
　
　
　
　
　
　
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
年
後
、
み
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
で
寄
り
合
う
場

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
ば
打
ち
体
験

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
が
出
来
る

　
　
　
　
　
　
　
場
と
し
て
「
夢

楽
・
憩
い
の
館
」
を
作
り
あ
げ
ま

し
た
。

〈
自
慢
の
お
い
し
さ
〉

　
夢
楽
で
は
、
そ
ば
打
ち
、
朴
の

木
団
子
作
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

の
体
験
が
で
き
ま
す
。
自
分
で
打

っ
た
そ
ば
を
そ
の
場
で
食
べ
る
こ

と
も
で
き
、
そ
れ
を
魅
力
に
毎
年

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、

夢
楽
で
提
供
さ
れ
る
ラ
ン
チ
は
、

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
郷
土
食
料
理

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
地
元

の
方
々
だ
け
で
な
く
、
地
域
外
の

方
々
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

〈
寄
り
合
い
〉

　
会
員
を
中
心
に
、
月
２
回

ほ
ど
夢
楽
に
集
ま
り
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
家

で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き

に
は
感
じ
ら
れ
な
い
楽
し
み

が
、
み
ん
な
で
寄
り
合
う
こ

と
で
生
ま
れ
ま
す
。
車
で
乗

り
合
わ
せ
て
来
た
り
、
送
り

迎
え
を
し
た
り
す
る
こ
と
も

楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
で
、
お
互
い
が
快
く
行
動

で
き
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
区
内

の
80
歳
以
上
の
方
を
招
待
し
、
み

ん
な
で
食
事
と
カ
ラ
オ
ケ
で
１
日

楽
し
ん
で
も
ら
う
日
を
設
け
て
い

ま
す
。
他
に
も
、
５
月
に
は
、
夢

楽
完
成
の
記
念
日
と
し
て
、
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
を
つ
い
て
、
食

　
　
　
　
　
　
　
事
を
振
舞
う
イ

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン
ト
を
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
上
げ
た
り
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
ん
と
こ
い
大
台

　
　
　
　
　
　
　
祭
り
で
野
菜
販

　
　
　
　
　
　
　
売
な
ど
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
を
し
て
い
ま
す
。

〈
細
く
、
長
く
…
続
け
て
〉

　
打
ち
上
げ
花
火
の
よ
う
に
迫
力

が
な
く
て
も
、
細
く
長
く
続
い
て

い
け
る
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
夢
楽
が
、
み
ん
な
が
集

ま
れ
る
娯
楽
の
場
で
あ
り
続
け
る

こ
と
が
理
想
で
す
。

　
栗
谷
の
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

は
、
大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
集

落
自
体
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

夢
楽
や
民
泊
に
通
っ
て
く
れ
る
方

が
、
栗
谷
を
好
き
に
な
っ
て
定
住

し
て
く
れ
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
空
き
家
の
利
活

用
を
行
い
、
集
落
の
維
持
存
続
に

繋
が
れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
紹
介

～
人
の
温
も
り
暖
か
い
栗
谷
②
～

⑦

栗谷征幸さん

栗谷　寛さん、夢楽・憩いの館

そば打ち体験の様子



今月のピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
む
ら
び
と
展
は
、
高
奈
に
住
ん

で
い
る
人
、
高
奈
の
出
身
者
が
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
や
編
み
物
な
ど
を
展

示
し
、
文
化
祭
の
よ
う
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
焼
き
そ
ば

や
お
に
ぎ
り
な
ど
が
振
舞
わ
れ
、

子
ど
も
花
火
の
後
に
は
ホ
タ
ル
を

鑑
賞
し
、
豊
か
な
自
然
の
風
情
を

感
じ
る
夜
と
な
り
ま
し
た
。
田
植

え
や
一
番
茶
も
終
わ
り
、
ほ
っ
と
一
息
で
き
る
野
あ
が
り

の
場
に
な
り
ま
し
た
。

⑧７

　
川
と
の
交
流
、
ひ
が
ん
花
祭
り
と

並
び
、
高
奈
地
区
の
三
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
高
奈
集
落

農
地
・
水
・
環
境
保
全
会
主
催
の
高

奈
む
ら
び
と
展
・
ほ
た
る
鑑
賞
会
が

６
月
11
・
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
８
日
、
健
康
ふ

れ
あ
い
会
館
多
目
的
広

場
に
て
、
大
台
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
大
台
支

部
・
大
台
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
共
催
の
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
第
３

回
大
台
町
町
長
杯
争
奪

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
48
名
の
方
が
参
加
し
、
個
人
戦

で
ス
コ
ア
を
競
い
ま
し
た
。
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
る
参
加
者
も

あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

むらびと
展の様子

むらびと
展の様子

流しソー
メンの振
舞い

流しそう
めんの振
舞い

自分の好きな山野草を選んで植えました。

表彰をうける北村操さん

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

第
１
位
　
北
村
　
操

第
２
位
　
堀
江
　
万
治

第
３
位
　
北
村
　
昇
一





　
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
。
お
茶
を
入
れ
る
急

須
も
お
気
に
入
り
の
も
の
を
チ
ョ
イ
ス
し
た

い
で
す
ね
。

　
渋
い
雰
囲
気
で
お
茶
を
楽
し
む
な
ら
や
は

り
焼
き
物
で
し
ょ
う
か
。
三
重
県
で
は
萬
古

焼
や
伊
賀
焼
が
有
名
で
す
し
、
各
所
で
陶
芸

家
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
が
制
作
さ
れ
て

い
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
涼
し
げ
で
お
茶
の

色
合
い
が
わ
か
る
ガ
ラ
ス
製
の
も
の
も
出
て

い
ま
す
。
伝
統
的
な
風
合
い
の
も
の
か
ら
、

現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
ま
で
形
や
機
能

も
様
々
で
す
。

　
と
あ
る
陶
芸
家
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
写
真
の
よ
う
な
形
状
の
急

須
は
フ
タ
を
外
し
て
平
ら
の
所
で
取
っ
手
を

下
に
立
て
て
み
て
、
見
事
立
っ
た
ら
急
須
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
い
う
事
だ
そ
う
で

す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
急
須
が
使
い

や
す
く
注
ぎ
や
す

い
良
い
急
須
な
ん

で
す
っ
て
。

渋
め
？
シ
ン
プ
ル
？

急
須
は
お
気
に
入
り
の
も
の
を

Tea
time

役
場
産
業
課 ▲試してみました！

　
今
月
は
、
読
み
聞
か
せ
の
会
『
お
は
な
し
プ

ー
さ
ん
』
で
活
動
す
る
、
小
野
清
美
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
小
野
さ
ん
は
現
在
、
お
は
な
し
プ
ー
さ
ん
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
毎
月
第
２
土
曜
日
に
町
立
図

書
館
（
佐
原
）
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
く
ほ
か
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
保
育
園
、
三

瀬
谷
・
日
進
小
学
校
で
朝
の
10
分
間
読
書
や
国

語
の
授
業
と
し
て
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
「
子
ど
も
の
頃
、
母
が
９
つ
離
れ
た
妹
に
絵

本
を
読
ん
で
い
る
の
が
自
然
に
耳
に
入
っ
て
き

た
。
そ
の
時
の
心
地
よ
さ
を
今
で
も
覚
え
て
い

る
」
い
つ
ま
で
も
ホ
ワ
ホ
ワ
と
温
か
い
気
分
に

包
ま
れ
て
い
た
感
覚
が
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
で

す
。
「
読
み
聞
か
せ
は
、
そ
の
感
覚
を
味
わ
っ

て
も
ら
え
た
ら
大
成
功
。
場
が
盛
り
上
が
る
よ

り
も
、
子
ど
も
が
ス
ー
ッ
と
お
話
し
の
世
界
に

入
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
と
嬉
し
い
。
」
と
話

さ
れ
ま
す
。

　
取
材
し
た
こ
の
日
は
三
瀬
谷
小
２

年
生
に
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
の
宮
田
さ

ん
と
計
４
冊
の
絵
本
を
読
み
ま
し
た
。

始
ま
る
前
に
は
絵
本
の
中
に
出
て
く

る
麦
の
穂
を
見
せ
て
児
童
の
気
を
惹

き
つ
け
て
い
ま
し
た
。
読
み
終
わ
る

頃
に
は
児
童
か
ら
「
あ
と
１
分
あ
る

よ
！
」
の
声
。
さ
す
が
に
１
分
で
は

と
微
笑
む
小
野
さ
ん
の
顔
が
嬉
し
そ

う
で
し
た
。

　
お
は
な
し
プ
ー
さ
ん
は
現
在
町
内
外
か
ら
集

ま
る
21
名
で
構
成
。
「
世
代
を
越
え
て
読
み
継

が
れ
て
き
た
本
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ

選
ば
れ
て
き
た
証
拠
。
一
見
地
味
で
も
、
そ
う

い
う
本
を
選
び
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
」
と
の

こ
と
で
す
。

　
10
年
間
の
活

動
で
目
に
す
る

子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
喜
び
も

覚
え
る
と
い
う

小
野
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
絵
本

を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
の
心
に

寄
り
添
い
続
け

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

Vol.25 　
絵本の読み聞かせ　おはなしプーさん

町 で 輝 く 元 気 な 人 々 を 紹 介 し ま す
町で見かける元気な方－

物知り・達人・ユニークな特技等を

お持ちの方を探しています。

自薦他薦は問いませんので、

役場企画課までお知らせください。 小野　清美さん （大ヶ所）
 お　の　　　 きよみ

絵
本
で
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
た
い
―

絵
本
で
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
い
た
い
―

児童の前で絵本の読み聞かせを
する小野さん。
児童の前で絵本の読み聞かせを
する小野さん。

聞き入る児童たち。その月に合っ
た本を選ぶようにしている。
聞き入る児童たち。その月に合っ
た本を選ぶようにしている。

（三瀬谷小２年生）

ひ

 

⑩７



お
元
気
で
す
か

保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

⑪ ７

　暑い日が続きますね。今年は節電のためエアコン等を控えよ
うと考えている方も多いはずです。冷却グッズを上手に利用し、
夏の暑さをうまく乗り切りましょう。今回は熱中症についてお
伝えします。

①炎天下で体内の熱が限界以上にあがった時
②閉めきった無風、高温多湿の部屋　の２つがあります。
　熱中症は、急に暑くなった時に多く発生し、高齢者、子ども・
　乳幼児、運動習慣のない人が、かかりやすいので気をつけましょう。

熱中症予防策

日本脳炎の予防接種を受けましょう

平成７（1995）年６月１日～平成19（2007）年４月１日生まれの方で、
日本脳炎予防接種の機会を逃した方は、特例措置により定期予防接種が
できるようになりました。

【接種料金】無料

【予診票の設置場所】予防接種実施医療機関、または役場健康ほけん課

　役場健康ほけん課　(８２－３７８５

熱中症に気をつけましょう

喉が渇かなくてもこま
めに水分を取る。水分
摂取は、室内では30分
に１口、戸外では30分
にコップ１杯が目安で
す。塩分を取るため、
梅干しを１日に１個食
べる。

日中（特に午後３時頃）の外出は
できるだけ避け、やむを得ない場
合は、帽子やタオルを使用する。

自宅では窓を開けて
風通しを良くする。

服装は、白色の通気性
の良い、ゆったりとし
たものを選ぶ。

戸外では日陰を歩く。
傘・帽子を使用する。
水筒・うちわ（扇子）
を持参する。

熱中症にかかるパターンは















⑱広報おおだい
平成23年７月号

　　
平
成
18
年
か
ら
始
ま
っ
た
早
稲

田
大
学
の
大
台
町
地
域
調
査
に
携

わ
っ
た
こ
と
が
縁
で
大
杉
谷
に
移

住
し
、
現
在
は
継
続
調
査
の
研
究

員
と
し
て
暮
ら
す
岩
井
在
住
の
川

越
美
里
さ
ん
（
24
歳
）
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
学
生
と
い
う
立
場
で
調
査
し
て

い
た
と
き
に
比
べ
、
顔
つ
き
も
少

し
づ
つ
変
化
し
、
今
で
は
大
杉
谷

の
岩
井
の
顔
に
な
っ
て
き
た
と
周

囲
か
ら
も
孫
の
よ
う
に
可
愛
が
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
川
越
さ
ん
は
、
地
域
の
出
合
い

作
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
他
に

も
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
民
謡
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
な
ど
精
力

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
大
瀬
耕
二
区
長
さ
ん
は
、

「
川
越
さ
ん
は
地
域
の
行
事
に
も

出
て
く
れ
て
手
助
け
を
し
て
く
れ

る
。
付
き
合
い
も
い
い
の
で
、
近

所
の
方
も
喜
ん
で
い
る
。
こ
れ
か

ら
川
越
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
子
が

増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
人
の
川
越
さ
ん
は
「
ま
ず
は

大
杉
谷
を
も
っ
と
知
る
と
こ
ろ
か

ら
。
人
々
の
生
活
、
伝
統
、
自
然
、

遊
び
・
・
・
。
色
々
な
こ
と
を
体

験
し
、
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
に
お
け
る
外
部
支
援

者
の
役
割
に
関
す
る
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
大
杉
谷
住
民
の
一

員
と
し
て
私
に
で
き
る
こ
と
を
や

っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
元

気
に
頑
張
り
ま
す
！
」

　
大
杉
谷
地
区
の
集
落
支
援
員
宮

川
雅
彦
さ
ん
と
も
息
が
ピ
ッ
タ
リ

で
共
に
活
躍
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
谷
に
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
な
旋
風
を
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
き
起
こ
す
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
重
な
人
材
に

　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
と
周
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
も
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

大杉谷出張所だより

大
杉
谷
に

　
　
ひ
と
つ
の
灯
り
が
！

特
定
健
康
診
査

　
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム

（
内
蔵
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し

た
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

を
県
内
の
指
定
医
療
機
関
で
実
施

し
ま
す
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。
」
で

す
。
特
定
健
診
を
積
極
的
に
受
診

し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
健

康
の
維
持
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う

う
。
○
受
診
期
間

　
平
成
23
年
７
月
～
11
月

○
自
己
負
担
額
　
１
，
０
０
０
円

○
受
診
方
法
　
受
診
券
、
質
問
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
同
封
の
説
明

書
を
お
読
み
い
た
だ
き
受
診
く
だ

さ
い
。

※
昼
夜
健
診
（
集
団
健
診
）

　
「
申
し
込
ん
だ
け
れ
ど
、
日
程

が
合
わ
な
く
て
行
け
な
い
…
。
」

と
い
う
方
の
た
め
、
次
の
通
り
特

定
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
簡
単
に

測
れ
る
血
管
年
齢
・
体
脂
肪
の
測

定
も
行
い
ま
す
の
で
是
非
受
診
く

だ
さ
い
。
こ
の
健
診
の
予
約
は
８

月
22
日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す

の
で
、
健
康
ほ
け
ん
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
役
場
健
康
ほ
け
ん
課

(
８
２
―
３
７
８
５

実施日 場　所 受付時間

平成２３年 
９月１日（木）

平成２３年 
９月８日（木）

林業総合センター

就業改善センター

健康ふれあい会館

日進公民館

１３：３０～１５：３０

１７：００～１９：００

１３：３０～１５：３０

１７：００～１９：００

ＪＡ女性部の料理教室

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う



後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
も
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

の
方
全
員
に
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

○
受
診
期
間

　
平
成
23
年
７
月
～
11
月

○
自
己
負
担
額

　
住
民
税
課
税
世
帯
　
５
０
０
円

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
２
０
０
円

　
役
場
健
康
ほ
け
ん
課

(
８
２
―
３
７
８
５

　
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
業
課

(
０
５
９
―
２
２
１
―
６
８
８
４

参加者募集!!

第33回 大台町水上カーニバル
　兼みえスポーツフェスティバル２０１１

　実施要項および参加申込書は、大台町教育委員会、宮川総合支所、各出張所に

あります。

　平成23年８月19日（金）

　平成23年７月25日（月）から８月26日(金)の間、練習を受付けます。（雨天中止）

　時間は、平日は午後５時30分～７時、土・日曜日は午前９時～正午。練習には

事前に予約が必要です。

実施要領・申込書

　実施要項および参加申込書は、大台町教育委員会、宮川総合支所、各出張所に

あります。

申込期限

　平成23年８月19日（金）

練習日程

　平成23年７月25日（月）から８月26日(金)の間、練習を受付けます。（雨天中止）

　時間は、平日は午後５時30分～７時、土・日曜日は午前９時～正午。練習には

事前に予約が必要です。

日時　平成２３年８月２８日（日）

場所　奥伊勢湖漕艇場（大台町Ｂ＆Ｇ海洋センター）

競技種目（漕手４人の合計年齢）

・男子ヤングクラス（１４０歳未満）

・男子シニアクラス（１４０歳以上）

・女子シニアクラス（１４０歳以上）

・男子熟年クラス（２００歳以上）

・女子熟年クラス（２００歳以上）

・男子オープンクラス（年齢制限なし）

・女子オープンクラス（年齢制限なし）

・中学生クラス

・男子ヤングクラス（１４０歳未満）

・男子シニアクラス（１４０歳以上）

・女子シニアクラス（１４０歳以上）

・男子熟年クラス（２００歳以上）

・女子熟年クラス（２００歳以上）

・男子オープンクラス（年齢制限なし）

・女子オープンクラス（年齢制限なし）

・中学生クラス

※ 距離は３００ｍ

※ 参加料　無料  

問い合わせ・申込先　大台町教育委員会　(８２―３７９１

⑲ 広報おおだい平成23年７月号



⑳広報おおだい
平成23年７月号

募
集
職
種
、
人
員
、
受
験
資
格

●
一
般
事
務
Ⅰ
　
若
干
名

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
大
学
、
短
期
大
学
等
も
し

く
は
高
等
学
校
の
教
育
課
程
を
卒

業
（
修
了
）
ま
た
は
平
成
24
年
３

月
末
ま
で
に
卒
業
（
修
了
）
見
込

み
の
方
及
び
文
部
科
学
省
の
実
施

す
る
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
（
旧
名
称
：
大
学
入
学
資
格
検

定
試
験
）
に
合
格
し
た
方

●
一
般
事
務
Ⅱ

　
（
身
体
障
が
い
者
対
象
）

　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名

　
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
短
期
大
学

等
も
し
く
は
高
等
学
校
の
教
育
課

程
を
卒
業
（
修
了
）
ま
た
は
平
成

24
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
（
修
了
）

見
込
み
の
方

　
自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
か
つ

介
護
者
な
し
に
一
般
事
務
職
と
し

て
の
職
務
の
遂
行
が
可
能
で
あ
る

方
及
び
文
部
科
学
省
の
実
施
す
る

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

（
旧
名
称
：
大
学
入
学
資
格
検
定

試
験
）
に
合
格
し
た
方

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級

か
ら
６
級
ま
で
の
方

　
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
及
び

口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
等
に
対
応

で
き
る
方

●
保
育
士
　
若
干
名

　
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
平
成
24
年
３
月

末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

●
各
種
に
共
通
の
条
件

・
平
成
23
年
６
月
30
日
ま
で
に
大

台
町
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
（
届

出
を
済
ま
せ
た
方
）
さ
れ
、
引
続

き
大
台
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

方
、
も
し
く
は
就
職
、
就
学
等
の

た
め
大
台
町
か
ら
一
時
転
出
し
た
方

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
（
外

国
籍
の
方
）
は
、
平
成
23
年
６
月

30
日
ま
で
に
大
台
町
を
居
住
地
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
永
住
者
ま

た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
を

有
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
外
国
籍
の
方
は
採
用
後
、

公
権
力
の
行
使
ま
た
は
公
の
意
思

の
形
成
へ
の
参
画
に
た
ず
さ
わ
る

職
に
は
任
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
地
方
公
務
員
法
第
16
号
に
定
め

る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
方
　

　
受
験
手
続
　

①
　
申
込
書
は
、
平
成
23
年
７
月

　
５
日
（
火
）
か
ら
、
役
場
総
務

　
課
及
び
宮
川
総
合
支
所
町
民
室

　
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
時
間

　
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
15
分
で
す
（
土
、
日
曜
日
、

　
祝
日
は
除
き
ま
す
）
。

　
　
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

　
る
場
合
は
、
役
場
総
務
課
へ
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
　
申
込
方
法
は
、
申
込
書
記
載

　
の
書
類
を
総
務
課
へ
持
参
も
し

　
く
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
受
付
期
間
は
、
平
成
23
年

　
７
月
11
日
（
月
）
か
ら
７
月
25

　
日
（
月
）
ま
で
で
す
（
必
着
）
。

　
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
15
分
で
す
（
土
、

　
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）
。

　
試
験
日
程
（
予
定
）
　

●
一
般
事
務
Ⅰ
及
び
一
般
事
務
Ⅱ

第
１
次
試
験

平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

場
所
…
県
立
松
阪
工
業
高
等
学
校

内
容
…
教
養
試
験

第
２
次
試
験

　
試
験
日
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

場
所
…
大
台
町
役
場

内
容
…
小
論
文
・
個
人
面
接
・
集

団
討
論

●
保
育
士

筆
記
試
験

平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

場
所
…
県
立
松
阪
工
業
高
等
学
校

内
容
…
教
養
試
験
・
専
門
試
験

面
接
試
験

　
試
験
日
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

場
所
…
三
瀬
谷
保
育
園

内
容
…
個
人
面
接
・
実
技
（
紙
芝

居
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
歌
い
な
が
ら

ピ
ア
ノ
演
奏
、
体
力
測
定
）

〈
そ
の
他
〉

　
採
用
は
平
成
24
年
４
月
１
日
予

定
で
す
。
大
台
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
に
よ
る
給
与
、
諸
手

当
を
支
給
し
ま
す
。
申
込
方
法
や

試
験
、
採
用
な
ど
の
詳
細
は
、
役

場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
役
場
総
務
課

(
８
２
―
３
７
８
１

〒
５
１
９
―
２
４
０
４

多
気
郡
大
台
町
佐
原
７
５
０
番
地

平
成
24
年
度

　
　
　
採
用
予
定
大
台
町
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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募
集
職
種
、
人
員

●
看
護
職
員
　
若
干
名

　
看
護
師
免
許
又
は
准
看
護
師
免

許
取
得
の
方

・
応
募
方
法

　
や
ま
び
こ
荘
（
江
馬
）
で
交
付

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
や
ま
び
こ
荘
へ
提
出
。

・
受
付
期
間

　
平
成
23
年
７
月
４
日
（
月
）
か

ら
７
月
29
日
（
金
）
（
必
着
）
午

前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
も
受
付
け

ま
す
）
。
※
郵
送
の
場
合
は
当
日
必
着

・
試
験
日
程
（
予
定
）

　
平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

場
所
…
県
立
松
阪
工
業
高
等
学
校

第
２
次
試
験
の
詳
細
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。

・
そ
の
他

　
平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定
。

　
宮
川
福
祉
施
設
組
合
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
給

与
、
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
や
ま
び
こ
荘
人
事
担
当

(
７
６
―
１
３
６
６

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

試
験
日
…

第
一
次
試
験
　
平
成
23
年
９
月
11

日
（
日
）

申
込
期
間
…
平
成
23
年
７
月
12
日

（
火
）
～
７
月
21
日
（
木
）

受
験
資
格
…

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

人
事
第
一
係

(
０
５
９
―
２
２
６
―
４
８
０
５

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

試
験
日
…

第
一
次
試
験
　
平
成
23
年
９
月
18

日
（
日
）

申
込
期
間
…
平
成
23
年
７
月
19
日

（
火
）
～
８
月
２
日
（
火
）

　
人
事
院
中
部
事
務
所

(
０
５
２
―
９
６
１
―
６
８
３
８

宮
川
福
祉
施
設
組
合

職
員
募
集

平
成
23
年
度

　
裁
判
所
事
務
官
募
集

平
成
23
年
度

　
　
刑
務
官
募
集

平成23年度自衛官等募集

防衛省自衛隊伊勢地域事務所　伊勢市神久２-１-５８　(０５９６-２３-３８８０

一般曹候補生／自衛官候補生

航空学生／看護学生

防衛大学校学生／防衛医科大学校学生

募集種目 一般曹候補生
自衛官候補生

男子 女子

応募資格
受付期間

試験期日

募集種目

応募資格

受付期間

試験期日

募集種目

応募資格

受付期間

試験期日

１８歳以上２７歳未満

８月１日（月）～９月９日（金）

１次試験：９月１７日（土）

１８歳以上２７歳未満

年間を通じて募集 ８月１日(月)～９月９日(金)

９月１６日（金）
９月２５日（日）～２８日（水）
のいずれか１日を指定

航空学生

高卒（見込含）２１歳未満

８月１日（月）～９月９日（金）

１次試験：９月２３日（金）

看護学生

高卒（見込含）２４歳未満

９月５日（月）～９月３０日（金）

１次試験：１０月２２日（土）

防衛大学校

推薦 一般
高卒（見込含）２１歳未満推薦に
ついては高等学校長の推薦等が別
途必要です。

高卒（見込含）２１歳未満

防衛医科大学校学生

高卒（見込含）２１歳未満

９月５日（月）～８日（金）

９月２４日（土）・２５日（日） １次試験：１１月５日（土）・６日（日）

９月５日（月）～３０日（金）９月５日（月）～３０日（金）

１次試験：１０月２９日（土）・３０日（日）
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子ども釣り専用区設置のお知らせ
　多くの大台町内の子どもたちが釣りやひっかけ漁を体験できるように、奥伊勢フォレ
ストピア前の薗川に大台町の子どもたちが専用に無料で釣りができる釣り専用区を作り
ました！規則を守って安全に釣りを楽しみましょう。

　宮川には鮎がかかる「冷水病」という病気が既に入ってきています。他にも、一度で
も川に入ってしまうとその川に生息するナマズ類が絶滅するかもしれないほど強力な病
原菌（病気の元の菌）「エドワジエラ・イクタルリ」が全国の川で確認されてきていま
す。この菌が宮川に入ると、宮川に生息する国指定天然記念物ネコギギに絶滅の恐れが
でます。魚を守るためみんなでルールを守りましょう。

●釣る場所　　　薗川（奥伊勢フォレストピア子どもひろば下流100m及び上流400m）
●釣っていい魚　アマゴ・鮎・雑魚
●釣れる期間　　アマゴ：３月１日～８月３１日
　　　　　　　　鮎友釣：６月１日～８月３１日・鮎ひっかけ７月２１日～８月３１日
　　　　　　　　※９月１日からは、大人の一般釣り客にも開放されます。
●利用できる人　大台町内に在住の小中学生以下の人で保護者またはそれに代わる同伴
　　　　　　　　者がいる人　※同伴者は禁漁
●遊漁料　　　　無料
●注意　　　　　・監視はついておりません。
　　　　　　　　・利用者の方は安全管理を行い、各自の責任で利用してください。
　　　　　　　　・子どもだけの利用は禁止とします。

１．釣った鮎、おとり鮎はすべて持ち帰り、川にはなさない。
２．他の川で購入したおとり鮎、他の川で釣った鮎は持ち込まない。
３．使った後の釣り道具は、十分に乾燥させて日光消毒する。
４．取ってきた魚やカエルなどの生き物は絶対に逃がさないでください。一度家に
　　連れ帰ってきた生物を元の川に戻すこともやめましょう。
５．家や学校で飼っている魚や死んだ魚を川や湖、池などに放したり捨てたりする
　　ことはやめましょう。

大台町子ども釣り専用区運営協議会
　この協議会は大台町内の子どもたちに釣りや川遊びに親しんでもらい、将来宮川の
伝統である漁法や河川文化を伝承する子どもたちの育成を目的としています。

大台町子ども釣り専用区事務局　NPO法人大杉谷自然学校

(７８－８８８８　FAX７８－８８８９

＜子ども釣り専用区利用規則＞

＜魚の伝染病蔓延防止についてのお願い＞

図書館よりお知らせ

７

日  時…７月30日(土)午前10時～正午
対　象…小学生以上(先着15名)
場　所…町立図書館２階
持ち物…新聞のカラー刷りの部分、
　　　　スティックのり、えのぐ
参加量…１２０円（郵送代）
参加希望者は電話にてお申し込みください。
　町立図書館　(８４―１１００

日時…７月９日（土）午前10時半～11時半

場所…町立図書館２階　おはなしの部屋

今月は 七夕おはなし会、１時間たっぷり

お楽しみください。

　町立図書館　(８４―１１００

おはなしプーさん 読みきかせ会～うちわで ちぎり絵手紙をかこう～






